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目的

多胎妊娠での在胎期間は単胎妊娠と比較して胎児数が増えるに
つれ短くなり、双胎でも約５０％が低出生体重児となるとの報告が
ある。妊娠中のトラブルは増加し、低体重児は出生後の予後も悪く
なる。又、複数の胚盤胞移植での胎盤共有、キメラの問題も取り上
げられている。

当クリニックでは、不妊治療での多胎妊娠率の低下を目的として
単一胚盤胞移植を積極的に施行しその有用性を検討した。移植法
として、子宮内膜との同調性を高めるため寺元らのホルモン補充周
期を併用した凍結融解胚盤胞移植を行った。

対象および方法

期間：２００３年１月から２００５年７月までにホルモン補充周期下に凍結

融解胚盤胞移植を施行した症例

複数融解群：１回の採卵で発生した胚盤胞を凍結保存、１周期に２～３個融解２個胚移植

単一融解群：１回の採卵で発生した胚盤胞を個々に凍結保存、１周期に１個融解胚移植

複数融解群 単一融解群

症例 ３８ １２５

周期 ３８ １７１

既往移植回数 ３．２ ２．７

平均年齢 ３５．６ ３５．９

クロミフェン-HMG-GnRHa周期採卵
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妊娠判定

血中HCG
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ホルモン補充周期下融解胚盤胞移植

ガラス化保存
融解

AHA
酸性タイロード

ダイオード・レーザー

P-QBM又はBlastAssist
System ２

2～3hの回復培養
BT

Vitrification Kit
Thawing Media
（北里バイオファルマ）

成績

複数融解群（２個移植） 単一融解群（１個移植）

症例 ３８ １２５

移植周期 ３８ １７１

移植率 １００ （３８ / ３８） ９９．４（１７０ / １７１）

妊娠率（対移植） ６０．５（２３ / ３８） ５７．６（ ９８ / １７０）

妊娠率（対症例） ６０．５（２３ / ３８） ７８．４（ ９８ / １２５）

着床率 ３６．４（２８ / ７７） ５７．６（ ９８ / １７０）

多胎妊娠率 ２１．７（ ５ / ２３） １．０（ １ / ９８）

流産率 ２１．７（ ５ / ２３） １８．４（ １８ / ９８）

結論

１） １回の採卵で発生した胚盤胞を個々に凍結、融解する事により胚移植の機会が増え、高い症例あたりの妊娠率を

得ることが出来た。

２） 多胎妊娠率は有意に低下し、妊娠率を下げることなく高度生殖医療における多胎妊娠を減少させる事が可能であった。

凍結融解単一胚盤胞移植は有用であると考えられた。
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